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1970S,in mostJaparleSehospitalsthepreoperativeshavlng hasbeen c(,mmonly
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2.調 査 方 法
無記名アンケート調査0
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術前 日とする者が,それぞれ35.7%,42.5%で 術前6時間 ･術前12時間を合わせた除毛から執
最も多かった｡ところが,医師では次いで手術 刀までの時間は短い方が良いと考える者の割合
直前が良いとする者が24.3%あり,手術直前 ･ は40.0%に達 した｡それに対 して看護婦では,
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